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１．概要（Summary） 

当社のカーボン粉末について、①表面官能基、②製造

時のガス発生挙動、に関する知見を得ることを目的として、

昇温脱離ガス分析（TDS）による定性／定量分析を行っ

ている。今年度は特に上記②に関して、カーボン粉末原

料について測定を行った。 

主な発生ガスは、H2O（m/z = 18）、CO（m/z = 28）、

CO2（m/z = 44）であることが確認できた。また、試料に吸

着したガスに由来するものと考えられる脱離ピークが

100 ℃付近に観測された。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

昇温脱離ガス分析装置（ダイナミック型） 

【実験方法】 

(1)試料 

当社より持ち込んだカーボン粉末原料をそのまま用い

た。 

(2)測定準備 

円形の窪みを設けた石英ガラス製の薄板に試料を量り

取り、装置の加熱部にセットした。試料の飛散を防止する

ため、石英ガラス製の円筒を試料の周囲に配置した。 

(3)条件設定 

前処理条件（温度および保持時間）、昇温速度、到達

温度および保持時間、検出m/z を任意に設定した。 

(4)バックグラウンド測定 

試料なしで測定した結果をバックグラウンド（BG）として、

試料の測定結果から差し引いた。 

(5)定量分析 

発生ガスのうち、H2（m/z = 2）、CO、CO2については、

標準ガスを用いて検量線を作成し、定量を行った。 

 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

当社カーボン粉末原料について TDS 測定を行った結

果の一例を Fig. 1に示す。ガス発生量はH2Oが最も多く、

次いで CO、CO2の順で多かった。100 ℃付近の比較的

低温の脱離ピークは、試料に吸着したガスに由来するも

のと考えられる。 

検量線を用いて定量した発生ガス量の合計は、試料の

概ね 1 wt%程度と算出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後は、一連のカーボン粉末について同様の測定を行

い、発生ガス量を調査する予定である。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 
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Fig. 1 Profile of outgassing from carbon powder 


